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放射線防護に関する学会連携活動と今後の展開 
Current and future perspectives of collaborative activities of academic society on radiation 

protection 

（1）放射線防護アンブレラ事業の概要 

(1) Overview of the Umbrella Project, a newly established platform for the field of radiation protection 
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1. 緒言 
 原子力規制委員会は、平成 29 年度から「放射線安全規制研究戦略的推進事業」として、①放射線源規制・

放射線防護による安全確保のための根拠となる調査・研究を推進するための事業と、②規制活動及び研究活

動の土台となる放射線防護研究関連機関によるネットワーク構築を支援するための事業を開始した。本発表

では、この取り組みで採択された標題のネットワークの 5 年間の活動を概説する。 
2. アンブレラ事業の概要 
2-1. 目的 

アンブレラ事業は、放射線防護の喫緊の課題の解決にふさわしいネットワークをつくりながら、放射線防

護のアカデミアと放射線利用の現場をつなぐことを目的としている。そのため、放射線防護関連学会等の連

合体である「放射線防護アカデミア」、緊急時対応人材の確保をめざす「緊急時放射線防護検討ネットワーク」、

職業被ばくの国家線量登録制度構築を目指す「職業被ばくの最適化推進ネットワーク」が独自に活動しつつ、

一つ傘の下で連結し、参加機関の代表者から構成される代表者会議が意思決定する体制で活動を行った。 
2-2. 成果 
活動に当たっては、課題解決案を国等に提案するのみならず、合意形成や施策の実施にアカデミアとして

協力すること、常日ごろから情報や問題意識を共有する環境を整備することを目標にしている。そのための

体制整備や意思決定のルール作りもこの事業の成果と考えている。また 5 年間の間に本事業内での検討結果

を、誌上発表（16 編。2 編の原著論文を含む）、口頭発表（17 件）、審議会等での報告（10 件）を行った。ま

た報告会（10 回）や学会での企画セッション（10 回）を開催し、ステークホルダーとの対話を行った。 
2-3. 放射線防護アカデミアの活動の総括 

異なる専門性や関心を持つ学会同士が連携して検討を行うプロセスとして、①学会ごとの検討結果を一本

化する、①各学会からの派遣メンバーで検討部隊を組織する、といった二通りの方法がある。「放射線安全規

制研究の重点テーマの提案」と「事故予防や緊急時対応に関する提言のとりまとめ」は①のプロセスを採用

し、「低線量リスクのコンセンサスのとりまとめ」と「線量の新概念の国内導入に関する検討」は②のプロセ

スで実施した。また学会が共同して放射線防護人材の実態調査を行い、専門家が 10－20 年前に比べて 2 割ほ

ど減少し、高齢層側にシフトしていること、40-50 代が減少していることを明らかにした。人材の枯渇化に関

しては、本事業内で根本的解決策を実施することは難しいが、若手の国際的機関のイベントへの派遣、若手

が企画するイベントへの支援、キャリアアップやすそ野拡張につながる Webinar の開催等を行った。また国

際動向報告会を放射線防護の問題意識を共有し深く掘り下げる場として定着させた。 
2-4. 放射線防護アカデミアの今後について 

代表者会議では、本事業内でアカデミアが行った各活動を振り返り、その結果、学会が連携して行う検討

や調査および Webinar の企画・開催が特に有意義であり、今後も継続すべきだとの結論を得た。現在は、こ

れらの活動が行える緩やかな連合体の設立に向けて、参加を希望する団体との意見聴取を行っている。 
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